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―ネットワークの仮想化を可能とする OpenFlow /SDN の本格的な解説書！― 
『次世代網を実現する OpenFlow 技術最新動向 2013』 

を 10 月 25 日に発行 
 
インプレスグループで法人向け情報コミュニケーション技術関連メディア事業を手がける株

式会社インプレス R&D（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井芹昌信）のシンクタンク

部門であるインターネットメディア総合研究所は、OpenFlow/SDN アーキテクチャの基礎から

実装、ONF の標準化動向までを網羅してまとめた『次世代網を実現する OpenFlow 技術最新

動向 2013』の販売を 10 月 25 日（木）より開始いたします。 
 
インターネットが普及し、情報化社会と言われて久しい昨今、さまざまなプロトコルが策定され、さまざ

まなアプリケーションが登場してきました。インターネットは社会を支えるインフラのひとつとして認識さ

れ、その規模も拡大の一途をたどっています。インターネットがここまで発展し拡大できたのは、そのオ

ープン性であり、自律分散性であり、何でも受け入れる懐の深さにあると言えます。 
 
現在、特に、ネットワークやクラウドに関する会合や関連する文章中において、「SDN」というキーワ

ードを耳にすることが多くなりました。SDN とは Software Defined Network の略であり、「ソフトウェア

によって柔軟に構成・制御することのできるネットワーク」を意味します。SDN は、ネットワークとしてのコ

ンセプトモデルを表す用語であり、それ自体で特定の技術を意味するものではありません。そのため、

さまざまな技術が SDN に分類され、SDN として紹介されています。 
それでは SDN は、今までのインターネットと何が違うのでしょうか。SDN の代表とされる OpenFlow

は、久しぶりのネットワーク技術の革新であり、新たな概念であると言われます。インターネットをインタ

ーネットとして使うだけではなく、ネットワーク利用者が自分好みにカスタマイズされたネットワークを欲し

がる、そんな時代が訪れつつあります。 
サービスを仮想化するにあたってネットワークも仮想化され、複雑な依存関係をもったネットワークが

構築されていくなかで、その複雑性を解くひとつの鍵が SDN であり、OpenFlow であると考えられます。

OpenFlow が作るネットワークは、いわば特定の利用者のためのネットワークです。既存のインターネッ
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トがもつオープン性や自律分散性とは、また異なった性格をもつネットワークとなっています。 
SDN と OpenFlow には、拡大と複雑化の一途をたどっている現在のインターネットを変革する、ひと

つの「概念」としての可能性があります。SDN はまだ普及が始まったばかりであり、これからの発展に期

待すべき技術です。 
 
本書では、SDN の代表的なプロトコルである「OpenFlow」の成り立ちから詳細な技術内容、各社対

応製品から実証実験、 新標準化動向まで、整理してまとめています。全体は 9 章で構成され、各章

の概要は次の通りです。 
 
第 1 章では、まず、従来のネットワークと SDN の違いを解説し、SDN の代表的なプロトコルである、

OpenFlow の成り立ちと概要を紹介。次に、なぜ現在 OpenFlow が注目されているのか、また、

OpenFlow で実現できることは何なのかを中心に、OpenFlow 技術を解説します。 
 
第 2 章では、OpenFlow ネットワークの基本的な構成と、コントローラとスイッチの連携方法、また交

換されるメッセージの詳細について解説。さらに、 新版の OpenFlow 1.3 の各種仕様の中でも、

OpenFlow 1.3 を理解するために特に重要と思われる部分を中心に解説します。 
 
第 3 章では、OpenFlow/SDN アーキテクチャの概要や ONF（Open Networking Foundation）

における標準化動向を解説。次に、OpenFlow/SDN が適用されているクラウドデータセンター網、企

業網、キャンパス網、WAN とクラウドデータセンター間のネットワークなどの 4 つの領域について、それ

ぞれの現状の課題を整理し、OpenFlow/SDN による解決策とその商用で利用されているユースケー

スについて解説します。 
 
第 4 章では、スマートフォンに OpenFlow スイッチ機能を搭載し、ネットワークオペレータや企業のネ

ットワーク運用者側のシステムに OpenFlow コントローラを配備することで、スマートフォンのアクセスポ

リシー制御、ネットワーク経路制御、帯域制御等を行う方式について紹介します。具体的には、

Android 端末上に試作した基本機能について、試作システムの構成やプロトコルシーケンスなどにつ

いて解説します。 
 
第 5 章では、すでに公開され誰でも利用でき、OpenFlow や SDN を実現するオープンソースソフト

ウェアの実装について紹介します。既に製品として発売されている OpenFlow コントローラや

OpenFlow スイッチも存在していますが、まず OpenFlow の機能を試してみたり試験的なネットワーク

を構築してみたりする場合には、無償で公開されているオープンソースソフトウェアの実装が役立つこ

とを解説します。 
 
第 6 章では、SDN というフレームワークと OpenFlow という技術があいまって、ネットワークにプログ

ラマビリティが導入され、これまでの自立分散型のネットワークから、集中管理型のネットワークが実現さ

れました。こうしたトレンドに対し、ベンダ各社から OpenFlow 対応製品が相次いで市場に登場。そこ

で、現状の各社の製品の特徴やポジショニングを整理し、新たなソリューションの確立に向けた、ベン



3 
 

ダ各社の連携や統合など動向を解説します。 
 
第 7 章では、世界に先駆けて商用化に成功し、導入実績ももつ NEC の「ProgrammableFlow」を

例 に 取 り 上 げ 、 OpenFlow/SDN に つ い て 理 解 が 深 ま る よ う 、 詳 し く 解 説 。 こ こ で は 、 こ の

ProgramambleFlow に関して、企業データセンター、クラウドデータセンター領域における現状の課

題を整理し、その課題を ProgrammableFlow ソリューションでどのように解決していくのかを解説しま

す。 
 
第 8 章では、NEC が OpenFlow を採用して開発したネットワーク製品「UNIVERGE PF シリーズ」

による導入事例として、プログラマブルフローで病院ネットワークを刷新している金沢大学附属病院を

紹介。金沢大学附属病院は、ネットワーク全体を可視化して管理効率を向上させ、仮想ネットワークを

柔軟に構築し既存技術の課題を解決するなど、次世代病院システムへの取り組みを解説しています。 
 
第 9 章では、情報通信研究機構（NICT）が構築運用を進めている、新世代ネットワーク技術の研究

開発のためのテストベッド JGN-X の具体的な取り組みを紹介。この JGN-X では、2009 年から

OpenFlow ネットワークの広域展開に取り組み、現在では SDN のためのテストベッド「RISE」（ライズ。

Research Infrastructure for large-Scale network Experiments）として広く一般に利用を開放し

ています。ここでは、この RISE における「第 63 回さっぽろ雪まつり」での実証実験の内容を解説しま

す。 
 
本書は、SDN や OpenFlow の技術と現状を正しく認識し、将来に向けての可能性を掴むための一

助となる一冊です。 
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7.3.6 ネットワークプールのスケールアウト機能 
7.3.7 VM マイグレーションに合わせた動的なネットワーク構成変更 

〔1〕 既存の VLAN 環境での作業 
〔2〕 ProgrammableFlow ソリューション 

7.3.8 ネットワーク機器の省電力化と保守効率化 
7.3.9 既存ネットワーク管理・監視統合─NetvisorPro V による物理網管理と 

ProgrammableFlow 管理 
7.3.10 既存 LAN/WAN と ProgrammableFlow 網の相互接続・統合設計 
7.4 ProgrammableFlow ソリューションでの 

Open Source OpenFlow コントローラフレームワーク：Trema 
7.4.1 NEC オープンソース：OpenFlow コントローラフレームワーク：Trema 
7.4.2 Trema TremaApps（アプリケーション）の例：スライサブル（Sliceable）ルーティングスイッチ 
7.4.3 統合テスト環境の TremaShark 
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7.4.4 Trema での repeater-hub（リピータハブ）の Ruby プログラム例 
7.5 ProgrammableFlow ソリューションで開発中の機能：Hyper-V 対応 

OpenFlow Virtual Switch 
7.5.1 NEC が開発中の Hyper-V 対応 OpenFlow Virtual Switch 

〔1〕 Windows Server 2012 の 3 種類の Virtual Switch Extension 
〔2〕 Hyper-V 対応 OpenFlow Virtual Switch のデモの状況 
〔3〕 OpenFlow Virtual Switch の仮想サーバ対応アクセスコントロール機能 

7.6 ProgrammableFlow ソリューションで開発中の機能： 
WebSAM/OpenStack-OpenFlow 連携 

7.6.1 クラウドマネジャーと OpenFlow 連携 
7.6.2 ネットワーク仮想化、サーバ仮想化、ストレージ仮想化のオーケストレーション 
7.6.3 ProgrammableFlow のクラウドマネジャー連携によるオーケストレーション 

〔1〕 クラウドマネジャーとしての WebSAM を活用 
〔2〕 クラウドマネジャーにオープンソースの OpenStack を活用 

7.6.4 OpenStack-OpenFlow 連携向けプラグイン機能 
 
第 8 章 UNIVERGE PF シリーズ導入事例：金沢大学附属病院 
8.1 各部門が個別にネットワークを構築、全体統制と管理が困難に 
8.2 仮想ネットワークの容易な構築運用管理を効率化できる点を評価 
8.3 ユニバーサル接続による機器追加設定の自動化にも期待 
8.3.1 ネットワーク全体の可視化、統合管理 
8.3.2 部門ごとの仮想ネットワークを柔軟に構築し、集中管理することが可能 
8.3.3 機器の接続を認識し、適切な VTN に自動配備 
8.3.4 通信の種類に応じた高度な経路制御を実施 
 
第 9 章 JGN-X における Openflow の実証実験 

＝RISE 環境のもとに「第 63 回さっぽろ雪まつり」でシステムを構築＝ 
9.1 JGN-X とは 
9.2 新世代ネットワークテストベッドとしての JGN-X 
9.2.1 JGN-X をベースに 2020 年頃に新世代ネットワークの実現 
9.2.2 新世代ネットワークプレーンの構築 
9.3 RISE における「第 63 回さっぽろ雪まつり」での実証実験 
9.3.1 JGN-X における OpenFlow 環境の展開 
9.3.2 SDN テストベッド「RISE」 

〔1〕 RISE バージョン 1 の特徴 
〔2〕 RISE バージョン 2 の構築 
〔3〕 RISE バージョン 3 の検討を開始 

9.3.3 札幌における雪まつりでの実証実験 
〔1〕 従来機能の整備と課題 
〔2〕 2012 年の雪まつり実証実験での検証 

9.3.4 Pseudo Wire 上の OpenFlow ネットワーク構築の検証 
9.3.5 OpenFlow 上の VPLS ネットワークの構築 
9.3.6 IPv4 マルチキャスト実証実験 
9.4 まとめと今後の課題 
9.4.1 Pseudo Wire（スードワイヤ）への移行 
9.4.2 RISE 上での VPLS 網構築 
9.4.3 IPv4 ユニキャスト転送を実現 
9.4.4 IPv4 マルチキャストを実現 
 
索引 
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【株式会社インプレス R&D】 http://www.impressRD.jp/ 
インプレス R&D は、Web ビジネス関係者、ワイヤレスブロードバンド技術者、放送・通信融合およびデ

ジタル家電関係者、ICT を活用するビジネスマンなど、インターネットテクノロジーを核としたあらゆる分

野の革新をいち早くキャッチし、これからの産業・社会の発展を作り出す人々に向けて、クロスメディア

事業を展開しています。 
 
【インプレスグループ】 http://impress.jp/ 

 

株式会社インプレスホールディングス(本社：東京都千代田区、代表取締役：関本彰大、証券

コード：東証 1 部 9479)を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「医療」

「山岳・自然」「モバイルサービス」を主要テーマに専門性の高いコンテンツ＋サービスを提供

するメディア事業を展開しています。2012 年 4 月 1 日に創設 20 周年を迎えました。 
 
【購入に関するお問い合わせ先】 
株式会社インプレス R&D オンライン販売部 
〒102-0075 東京都千代田区三番町 20 番地 
フリーダイヤル：0120-350-995（平日 11 時～12 時、13 時～17 時）  FAX：03-5213-6297 
電子メール: report-sales@impress.co.jp 
 
【内容に関するお問い合わせ先、報道関係者からのお問い合わせ先】 
株式会社インプレス R&D インターネットメディア総合研究所 編集担当：威能 
〒102-0075 東京都千代田区三番町 20 番地 
TEL：03-5275-1087 FAX：03-5275-9018 
電子メール: im-info@impress.co.jp、URL: http://www.impressRD.jp/ 
 


